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精神科的救急医療
覚醒剤乱用と仮面うつ病へ
の対応とその需にあるもの
千葉大学医学部神経精神医学教室佐 藤 童 三
千葉県で精神科救急医療撞設の設置をめぐりいくつか る。その地域内での治療は，広い支持組織 (Support 
の問題がおこヲ，一部新開を賑わせたりした。 System)，専門的救急施設を背景とする，一般医家の日
今年もまた春以来，日航機り事故，斉藤勇氏の不患の 常臨床の中にゆだねられてさえいるのである。
亮などとさまざまな事件があり，その度毎に，精神障害 うつ病島るいはうっ状態についての認識の変位もまた
への関連とそれへの対応が問題となった。 著しいものがある。操うつ病の一極としてのうつ状態
こうしたこともあり，精梓科救急というのは，専らこ は，今やこの病の iまんの一部を占めるにすぎないとされ
うした事件にのみ関係あるような受とり方をされるのも ている。社会環境の変化に鋭教なこの病は，医療のそれ
もっともな一面があるといえるかもしれない。しかし実 を含むさまざまな社会変動の影響をまともにうけ，はる
は精神科的救急は，精神科をこえて，もっと幅広く一般 かに彊広い多面的なとらえ方なしには今詞理解出来ない
の司常臨床とも深く関わっている。例えば分裂病の場合 ものと fぶっている。拭うつ剤の発見が，この疾患そのも
でも，殺人，同未遂などとつながるのは，患者工万人に のについては，内科的手法で法ぼ完全に治癒、させうるま
対し 4， 5人にすぎないといわれている。 でに，その治療技指を高め得た。それにも拘らず，自殺
もちろん万に 1であっても，それが遺擦であることに 企図など，この病がなお多くの救急事態と関連するの
は違いない。しかしわたしたちは逆に，精神科救急への は，その変貌とひろが告の設でもあると思bれる。これ
今一つの理解があればこうした事件のあるものも，未然 への対志はもちろん，精神科救急の一つの役裂であろう
に訪ぎ得たかもしれないとの期待をもつのである。 が，逆に一般救急と精神科救急の関連の深さを示すもの
今一つの理解とは，一言でいえば，昨日と大きく変貌 でもあろう。内科受診患者の20%近くが，いわゆる仮面
した今日の精神科医療の実f青への認識であ!>，それによ うつ病であるとの指捕があるが，こうした事態を裏がき
り今まで、とはかえi:!)異った，より望ましい対応がおこる する一つの事実といえるかもしれない。
のではないかという期待である。 うつ病のひろがりと関連してまた考産されねばならな
例えば，かつて精神婦の疾患モデルとされていた進行 いのは，心的外蕩による反応，いわゆる神経症次元わ病
まひ・梅毒性の精神病は，今日先進冨では稀有の疾患と 像の複雑化，重症化の問題であろう。急設立社会変動の
なってしまっている。一方アルコールなど物質常用，中 もたちすさまざまの要因が，容易に Stresser とな歩得
毒性の精神障害が，これらの国で辻，たしかに大きくその ることは理解し難いことではない。そしてその病橡の多
比重を増してきている。その中でもわが国の場合，特存 様化の一極にうつ状態があり，他極にいわ喰る家庭内暴
な開題のーっとして，市民の広い麗 iこ渉る覚醒剤乱用が 力主ど，多くの開題症状をあらたに作り出している。前
ある。この薬物の常用によりひきおこされる幻覚妄想状 述した薬物言L患の根底にも，同様の機浮が儀いていると
態と，その後に見られる突然の症状再燃いわゆる Flash いう指搭も肯定されうる意見である。
Back現象，これは研究冨でのあたらしい精神病モデル こうした多菌的な事象の中でおこるさまざまな危機清
としての意味，籍神科救急医療の対象であることをこえ 況への対応が，精神科的な救急に他ならない，従ってそ
て，今日わが冨では，はるかに社会政策的次元のもつ意 の場面は多様であり，しかもその具体的な展開にあたっ
味の重さが指捕されている。 ては，捺律的な問題との関連もまた多く，これらを短時
精神分裂病の変貌もまた呂をみ詰るものがある。技精 間に論じっくすことは至難といわざるを得ない。
神病薬の出現を契機に，その治療可能d注は飛露的に増大 今日は，上記の謀説lこ加えて，千葉大精神科の場合な
し，症状もまた著しく軽症化した。わが国の現状はそれ ど身近な救急外来の若子の実態，ニ，三の事例などを述
としても，多くの先進国ではかつての入院中心の跨鎖的 べさせていただくことで，その責の一端が果せればと思
治療に代って，地域内での解放的治壌が主流とえEってい つ。
